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緒言 

 

奈良県のカキは，2020 年の収穫量が 27,700 t，販売

金額が 58 億円で全国第 2 位を誇る本県の主要農産物

である（奈良県食と農の振興部，2022）．中でも五條

市は県内最大のカキ産地であるが，農家数の減少や

高齢化が進んでおり（農林水産省大臣官房統計部経

営・構造統計課センサス統計室，2016；2021），産地

を維持するため労働力の確保が重要となっている．

また，カキの経営には農繁期があり，短期的な労働力

が必要となることがある． 

 そこで，労働力確保の方法について検討するにあ

たり，現在の雇用状況を把握するため，JA ならけん

西吉野柿部会の会員を対象にアンケート調査を行っ

た．また，課題解決に向け本県に適応した方法を探る

ため，先進的な取り組みを行っている他県の事例等

について調査したので報告する． 

 

 

調査方法 

 

1．アンケート調査 

 奈良県五條市西吉野町のカキ生産者で組織する JA

ならけん西吉野柿部会（以下，部会）の会員を対象に，

カキの栽培面積別（3.5 ha 未満，3.5 以上 4.5 ha 未満，

4.5 以上 5.5 ha 未満，5.5 ha 以上）に各 10 名を抽出

し，合計 40 名に 2021 年 4 月 21 日，県南部農林振興

事務所農業振興課（以下，南部農林）を通じてアンケ

ート調査用紙を郵送した（第 1 図）． 

 調査内容は，アンケート対象者自身に関すること，

季節労働者を必要とする時期や作業内容，家族労働

に関することなどで，回答者は経営主とし，同年 5 月 
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第 1 図 アンケート調査用紙 
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（担当） 奈良県農業研究開発センター 奈良県南部農林振興事務所

研究企画推進課 農業振興課
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※該当箇所に☑をお願いします。

●　貴経営体について

Q1.経営主の性別 □男性 □女性 □その他

Q2.経営主の年齢 □１０代 □２０代 □３０代 □４０代 □５０代 □６０代 □７０代以上

Q3.経営規模 □カキ　　　　　　　　ha □ウメ　　　　　　　　ha

□その他 （　　　　　　　）　　　　　　　ha、（　　　　　　　　）　　　　　　　　　ha

（　　　　　　　）　　　　　　　ha、（　　　　　　　　）　　　　　　　　　ha

●　現在の家族労働力および雇用労働力について（別紙に記入してください）

●　現在の雇用（カキ）に関して

Q4.支給している諸手当（複数可） □交通費 □住居手当 □無し

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q5.被雇用者（雇われている人）の確保方法 □以前から継続 □親戚・知人の紹介 □チラシ

（複数可） □インターネットの求人サイト □ハローワーク

□自社ホームページやSNS □その他（　　　　　　　　）

Q6.被雇用者の居住地（複数可） □五條市西吉野地域 □五條市（西吉野地域以外） □橋本市 □下市町

□大淀町　 □御所市 □奈良県内その他

□和歌山県内その他 □他府県 □その他（　　　　　　　　）

Q7.被雇用者に求める資質・条件（複数可） □経験者 □未経験者 □その他（　　　　　　　　）

Q8.現在、労働力は不足していますか？ □はい（Q9へ） □いいえ（Q10へ）

Q9.さらにどれくらいの労働力が必要ですか？ □常時　　　　名 □季節（臨時） （　　　月～　　月）　　　　名

（複数可） （　　　月～　　月）　　　　名

Q10.今後、労働力確保のために、どのような改善が必要と考えますか？（複数可）

□雇用募集の周知徹底 □給与の充実 □諸手当の充実 □通勤手当 □住居手当 □その他（　　　　　　　　　）

□職場環境（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □地域との交流 □深く □浅く

□交通手段の充実 □公共交通機関 □職場への送迎 □住環境（住居の紹介・整備等）の充実

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　） □通信環境（インターネット等）の充実

□雇用期間 □長く □短く □１日あたりの労働時間 □長く □短く □労働災害に対する補償充実

□新規品目の導入 □作業手順書の作成 □託児所・保育園の充実 □無し　 □その他（　　　　　　　　　　　　　）

どこで　　　　　　　　　　　　　　　　、どのような仕事　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

どこで　　　　　　　　　　　　　　　　、どのような仕事　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

雇用に関するアンケート

　本県のカキの生産は全国２位の収穫量があり、五條市は最大の産地となっております。  今後の産地の維持、活性化のためには労働力の確

保が重要な課題となっており、課題解決に向け、参考とさせていただきたく、下記のアンケート及び別表の記入にご協力ください。

　回答は、５月７日（金）までに返信用封筒にて提出をお願いいたします。

Q11.季節雇用者が貴経営体に雇用されていない時期は、どこでどのような仕事をされているか、分かる範囲で教えて下さい。
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7 日までに南部農林を通じて回収した． 

 

2．部会役員への聞き取り調査 

 同年 9 月 3 日，南部農林にて共同選果場の労務担

当となっている副部会長に対し，季節労働者の確保

に関する意見の聞き取り調査を実施した． 

 

3．先進地事例調査 

1）JA にしうわ 

 2021 年 11 月 17 日，愛媛県南西部のみかん産地で

季節労働者の確保について先進的に取り組んでいる

JA にしうわ営農振興部農家支援課（愛媛県八幡浜市；

曲木，2019）を訪問し，労働力確保から就農に至るま

での取組について聞き取り調査を行った． 

2）JA 全農おおいた 

 2022 年 6 月 21 日，大分県の各野菜産地で労働力の

確保について先進的に取り組んでいる JA全農おおい

た営農開発部営農対策課（大分県大分市；堀口，2021）

を訪問し，県内での労働力確保に向けた仕組みづく

り等について聞き取り調査を行った． 

 

4．厚生労働省奈良労働局下市公共職業安定所への聞 

   き取り調査 

 2022 年 6 月 3 日，季節労働者の求人募集の方法に

ついて改善策を模索するため，五條吉野地域のカキ

産地を管轄する下市公共職業安定所（吉野郡下市町；

以下，ハローワーク）を訪問し，現在の求人状況につ

いて聞き取り調査を行った． 

 

 

結果 

 

1．アンケート調査 

 40 名の部会員にアンケート調査用紙を郵送したと

ころ，30 名から回答があった．回答者のうち，男性

が 29 名，女性が 1 名で，年代別では，40 歳代が 12

名で最も多かった（第 2 図）． 

 「現在，労働力不足か」との問いに対し，「はい」

が 23 名，「いいえ」が 7 名で，回答者の約 77%が労

働力不足との結果であった．また，労働力不足と回答

した者のうち 19 名が，「現状より，さらにどれくらい

の労働力が必要か」との問いに対し，1～5 名必要と

回答し， 1 回答者あたり平均で季節労働者 3.5 名を

必要としていた． 

 さらに，季節労働者を必要とする時期は，10 月が

最も多く，次いで 5 月であった（第 3 図）．これは，

カキ栽培の農繁期である収穫および摘蕾の時期に相

当する．  

 調査時における常用および季節労働者数は，全階

層平均で 1 回答者あたり 1.1 名および 7.6 名であっ

た．その居住地は，五條市（西吉野町以外）が最も多

く，次いで和歌山県橋本市で，産地近隣から労働者を

集めている回答者が多かった（第 4 図）．また，労働

者に支給している手当としては，回答者の約 70％に

あたる 19 名が交通費を支給していた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3，4 図 

第 2 図 年齢階層および性別ごとの回答者数 
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 第 5 図に，労働者確保のために回答者が必要と考

える改善策を示した．中でも，「雇用期間を長く」し

たい意見が最も多かった．また，職場環境改善の具体

例としては，ほ場におけるトイレの設置や屋根付休

憩所の設置が挙げられた． 

 回答者が雇用している季節労働者の作業内容につ

いては，第 6 図で示すとおり，収穫および摘蕾が上位

を占めた．また，給与形態は，時給制および日給制が

あり，それぞれの中央値は 1,100 円および 10,000 円

（第 1 表），一日あたりの平均労働時間は，7.8 時間

であった． 

 家族労働における経営主，父母および配偶者の月

別平均労働日数は，いずれも 10～11 月および 5 月で

多く，12～1 月と 8 月で少なかった（第 7 図）．また，

作業内容としては，収穫，摘蕾および摘果が上位を占

めた（第 8 図）． 

 この結果より，雇用労働および家族労働ともに，収

穫や摘蕾の時期については，特に労働力が必要であ

り，この時期における雇用の確保がいかに重要であ

るかが確認された．  

 

2．部会役員への聞き取り調査 

 この調査では，主に JAならけん西吉野柿選果場（五

條市西吉野町；以下，選果場）において，選果作業を 
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第 5 図 労働者確保に必要と考える改善策 
         n=27・複数回答 

支給方法  給与（円）   中央値（円）

時給z 900-2,000 1,100

日給y 8,000-15,000 10,000

zn=148，yn=22

第 1 表 支給方法別の季節労働者給与 
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担当する季節労働者の確保について意見が出た．選

果場には，常用および季節労働者が合計 135 名在籍

し，5 班に分かれて 4 勤 1 休体制で稼働しているが，

あと 7 名不足している状況である（調査時点）．この

不足分については，部会員が選果作業に入ることで

補っている． 

 なお，選果場に勤める季節労働者用の宿泊施設は

なく，アパートや空き家への入居手配を部会員が行

っている． 

 部会としては，季節労働者確保の取組について他

県の先進地視察を行っており，安定的な雇用確保の

体制づくりを希望していることが分かった． 

 

3．先進地事例調査 

1）JA にしうわ 

（1）産地概要 

 JA にしうわが管轄する市町は，愛媛県南西部の八

幡浜市，西予市および伊方町で，2020 年度の柑橘販

売量は約 54,000 t，販売金額は約 155 億円，愛媛県内

の柑橘生産の約 56％を占める産地である．JA にしう

わ管内の出荷農家戸数は 2,123 戸（2019 年度）で，過

去 5 年間で 240 戸減少している（第 9 図）．また，第

10 図のとおり，農家の年齢構成は，60 歳以上が 64％

を占めている．その一方，過去 5 年間の新規就農者数 

 

 

 

は合計 79 名で，主に労働者から就農に繋がる I ター

ンである（第 2 表）．  

 当該産地の農家が雇用を求める時期は，主に温州

みかんの収穫および選別時期にあたる 11 月から 12

月に集中している．これらの背景を受けて産地とし

て取り組んでいる内容について，聞き取り調査を行

った． 

（2）取組内容 

 第 11 図のとおり，JA にしうわ管内では，①から⑨

の取組を実施している． 

①みかんの里アルバイター事業 

 1994 年，JA にしうわ管内の真穴地区で真穴みかん

の里雇用促進協議会（共選役員，労働者受入農家，県，

市，JA にしうわ（事務局）で構成）が主体となり，

農繁期の労働力確保を目的として本事業が開始され

た． 

 現在は，この協議会以外に，川上舌田雇用促進協議

会（2017 年～），三崎雇用促進協議会（2017 年～），

日の丸雇用促進協議会（2018 年～），高野地雇用促進

協議会（2019 年～），町見雇用促進協議会（2019 年

～）で取り組まれている． 

 労働者の就業期間は，例年 11 月 10 日頃から 12 月

20 日頃，時間は 7 時 30 分から 16 時 30 分（実働 8 時

間），時給は収穫・選別作業 850 円，運搬・積込作業
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1,050 円で統一されている．また，募集方法は，求人

サイト，新・農業人フェア出展および経験者からの紹

介等で，2020 年度は全国から 386 名（男性 219 名，

女性 167 名，平均年齢 35 歳）を 6 地区の協議会で受

け入れた． 

 求人サイトへの掲載から雇用までの流れは次のと

おりである．①雇用を求める農家が掲載申込書に雇

用条件を記入し，JA にしうわへ提出，②JA にしうわ

が求人サイト「農家のおしごとナビ」の運営会社であ

る（株）あぐりーん（千葉県千葉市；以下，あぐりー

ん）へ申込書を提出，③求人サイトには，9 月初旬か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ら 12 月 20 頃までのうち 1 ヶ月間掲載，④労働者は，

行きたい農家に応募，⑤農家が選考し，合格なら直接

労働者へ連絡，不合格ならあぐりーんより謝絶する

ことが可，⑥採用後，農家と労働者で雇用契約を締結

する． 

 家族，親戚，友人のみで農作業をまかなえない場合，

求人サイトに登録する農家が多く，2020 年度の登録

農家数は 185 戸であった．また，求人サイトの掲載料

は農家が負担する． 
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第 10 図 JA にしうわ管内の柑橘出荷農家年齢構成 
        （2018） 

          聞き取り調査より作成 

年度 2015 2016 2017 2018 2019 合計

新規就農者数（名） 24 11 17 18 9 79

 聞き取り調査より作成

第 2 表 JA にしうわ管内の新規就農者数（柑橘） 

聞き取り調査より作成 

第 11 図 JA にしうわ管内における労働力確保の取組 
     聞き取り調査より作成 

     z共選役員，労働者受入農家，県，市町 

     およびＪＡにしうわ（事務局）で構成 

         y八幡浜市，西予市および伊方町 

 

 

 

・求人サイトを通じて全国から労働者を募集
・各地区の協議会zが実施主体

・県，2市1町yおよびJAにしうわで構成
・労働力確保，担い手の育成および就農支援を目的と

して以下の活動を支援

③八幡浜お手伝いプロジェクト
・農繁期の土日に労働者が農家を支援
・農作業の事前研修および宿泊施設の手配を支援

隊が実施

④農作業支援事業
・JAが緊急雇用創出事業を活用し，雇用された臨

時職員が農作業を支援

⑤全国レベルの就業・就農，移住相談会への
出展
・担い手の確保，就農・移住に関する相談対応を

実施
・今後の就農支援策を模索

⑥農家ステイ事業
・数日～2週間の体験型短期宿泊事業
・農作業を通じて地域を知ってもらうことが目的

・共同選果場長をはじめとする農家で構成
・就農希望者に農地を紹介

・他産地の求人を相互に紹介
・労働者は愛媛県，北海道および沖縄県を渡る

・八幡浜市が廃校の小学校を改修
・JAが施設管理者となり，労働者の宿泊施設と

して活用

①みかんの里アルバイター事業

②西宇和みかん支援隊

⑦担い手育成支援チームとの連携

⑧JAふらのおよびJAおきなわとの連携

⑨みかんの里宿泊・合宿施設「マンダリン」
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 2020 年度からは，コロナ禍により労働者に PCR 検

査および抗原検査を義務付けており，検査費用は農

家，市町および JA にしうわが負担している．来県前

後の 2 回は PCR 検査，雇用期間中の 1 回は抗原検査

を実施している．JA にしうわは，検査キットの手配

および労働者への郵送事務を担っている． 

②西宇和みかん支援隊 

 2014 年，前述の事業に加え，さらなる農繁期の労

働力確保，担い手の確保・育成および就農支援を目的

として，県普及組織（八幡浜支局），八幡浜市，西予

市，伊方町および JA にしうわ（事務局）で構成され

る西宇和みかん支援隊（以下，支援隊）が設立された． 

③八幡浜お手伝いプロジェクト 

 結婚相談所を運営する（株）VOCE が事務局となり，

2012 年に農家と実行委員会を設立し，2013 年から活

動を開始した．現在，活動の支援団体として，支援隊

が参画している． 

 松山市およびその近郊に在住する労働者を募集し，

事前に登録している農家とマッチングさせる取組で

ある．この活動は，農繁期の土曜日と日曜日を対象に

しており，労働者としては愛媛県内の会社員および

大学生（農大生を含む）が中心である．事務局は，松

山市と八幡浜市を結ぶシャトルバスを運行（調査時

は，コロナ禍につき労働者の自家用車で対応）してい

る． 

 農家は実行委員会へ作業賃を負担し，労働者に対

しては，実行委員会より八幡浜市で使用できるクー

ポン券（商品券）が配布される． 

 JA にしうわは支援隊活動の一環として，農家に対

する求人募集の説明会，労働者に対する農作業の事

前研修および宿泊施設の手配を担当している． 

④農作業支援事業 

 2013 年度より，JA にしうわが緊急雇用創出事業を

活用し，臨時職員 10 名を周年雇用している．臨時職

員は周辺住民で 50 歳代後半が中心である．農家から

作業依頼があれば，JA にしうわの正職員が臨時職員

を農家に振り分ける．後日，JA にしうわより農家へ

作業賃を請求する． 

⑤全国レベルの就業・就農，移住相談会への出展 

 東京および大阪で開催される新・農業人フェア，東

京で開催されるふるさと回帰フェアに，2014 年度か

ら支援隊がブースを出展し，担い手の確保，就農・移

住に関する相談対応を行っている．単なる産地の PR

だけではなく，ブースを訪れる相談者から就農・移住

するにあたっての不安要素等について聞き取り調査

を行い，今後の就農・移住が円滑に進むような支援策

を模索している． 

⑥農家ステイ事業 

 2014 年から支援隊が体験型短期宿泊の取組として

開始し，前述の相談者のステップアップとして位置

づけている．登録している農家 13 戸のもとで，体験

者が数日から 2 週間，農作業しながら滞在し，地域を

知ることが目的である．過去には，1 週間の有給休暇

を使って体験に来た会社員もいる． 

 受入農家は，1 日 3 食を体験者に提供するが，食費

は支援隊が定額負担する．また，体験者への作業賃は

不要である． 

 今後，移住してもらえそうな体験者に，移住先とな

る空き家情報を八幡浜市から提供している． 

⑦担い手育成支援チーム（以下，チーム）との連携 

 JA にしうわ管内には 8 チーム（川上，真穴，宮内，

八協，三崎，蔵貫，三瓶，大江）あり，共同選果場長

をはじめとする農家約 10 名／チームで構成され，

2014 年度から活動を開始した． 

 前述の体験者のステップアップとして位置づけら

れ，担い手の定着を支援している．農家ステイ事業を

体験し，産地で就農を希望する者は，該当する地区に

おいてチームの面接を受ける．合格した就農希望者

は，農地，農機具および倉庫等について紹介を受ける

ことが可能となる． 

 また，就農希望者を対象に，柑橘の栽培期間中，毎

週水曜日に JAにしうわの園地で農業研修を行ってお

り，講師は JA にしうわの営農指導員や県普及指導員

が担当している． 

⑧JA ふらの（北海道）および JA おきなわ（沖縄県）

との連携 

 2016 年度より労働力確保および労働者の長期的な

定着を推進するため，JA にしうわ，JA ふらのおよび

JA おきなわの産地間で連携を図っている．求人サイ

トにて 3 つの JA が合同で労働者の募集を行うととも

に，他産地の求人を相互に紹介している． 

 例年 12 月，愛媛県で作業を終えた労働者は沖縄県

へ行き，12 月中旬から翌年 3 月までサトウキビの収

穫作業，次に 4 月から 10 月まで北海道でメロンやト

マトの定植や収穫作業を行う． 

 また，各産地の JA 職員が他産地へ出向き，相互に

労働者の募集活動を行っている． 

⑨みかんの里宿泊・合宿施設「マンダリン」 

 八幡浜市は，廃校となった小学校を今後も活用し

ていく方針から，農繁期における労働力の安定的な
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確保等を目的として，2015 年度から 2016 年度にかけ

てこの小学校を改修し，宿泊・合宿施設「マンダリン」

を建設した．労働者の宿泊以外に，農閑期はサッカー

等の合宿所として利用があり，一度に合計 88 名が宿

泊可能である．施設管理者は JA にしうわであるが，

施設専属の職員はおらず，通常勤務の中で職員 1 名

が，夕方から翌朝にかけて，夕食準備，片付け，宿直

および見回りを実施する．その他，女性パート 2 名

（JA にしうわが雇用）が朝夕食準備および片付けを

実施している．労働者の「マンダリン」利用料金は，

雇用する農家が負担する． 

 「マンダリン」は相部屋で，聞き取り調査を行った

2021 年度は，コロナ禍により運営を中止し，労働者

は，市内ビジネスホテルや農家ホームステイを利用

した． 

 今後は，廃園となった伊方町内の保育園を活用し，

女性専用の宿泊施設に改修することが検討されてい

る． 

 

2）JA 全農おおいた 

  JA 全農おおいた（以下，全農おおいた）は，農業

における労働力不足を受け，パートナー企業ととも

に大分県全域を対象とした労働力支援に取り組んで

いる．この取組に至った経緯および取組内容等につ

いて聞き取り調査を行った． 

 

 

（1）取組の経緯 

  2014 年，全農おおいたは，県内において農業現場

の労働力を確保するにあたり，協力してもらえるパ

ートナー企業を募集した．その頃，土木業を営んでい

た九大興業（株）（福岡県福岡市；以下，九大興業）

では，作業員が高齢化しつつあり，年配の作業員が取

り組める新規事業を検討していた．そして，パートナ

ー企業募集の話が入り，農業に目を向けるようにな

った． 

  土木業ならではの労働者の管理および送迎のノウ

ハウを持った九大興業と全農おおいたの考えは一致

し，農作業の受託に特化した企業として，九大興業は

2015 年に（株）菜果野アグリ（大分県大分市；以下，

菜果野アグリ）を設立した．なお，菜果野アグリは，

連携を図りやすくするため全農おおいたと同じ敷地

内にある． 

（2）取組内容 

 第 12 図のとおり，農業現場で労働力を求める農業

者（JA 組合員）は，最寄りの JA に作業委託を要請す

る．JA から全農おおいたを経由し，菜果野アグリへ

作業依頼を行い，菜果野アグリは労働力を提供して

作業を受託する． 

 菜果野アグリは，主に大分市，別府市を中心とする

県内在住の労働者約 250 名を登録しており，主婦お

よび定職に就いていないフリーターでおよそ半数を 

 

 

第 12 図 

第 12 図 JA 全農おおいたにおける労働力支援の概要 
      聞き取り調査より作成 
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占める．その他，大学生，休日の副業を希望する人，

農作業が好きな人および精神・身体に若干の障害が

あり会社勤務が困難な人などがいる．労働者の男女

比率は同程度，平均年齢は 40 歳である． 

 菜果野アグリは，10 人乗りのワゴン車を 20 台保有

し，菜果野アグリに集合した労働者を現場へ送迎し

ている．これにより，労働者の宿泊施設を整備する必

要がない． 

 しかし，労働力が不足する場合，隣県から応援が必

要となることがあるため，菜果野アグリは福岡県，佐

賀県および宮崎県にも拠点を置き，夏から秋は大分

県，冬から春は福岡県，佐賀県および宮崎県で労働力

を融通している． 

 さらに，全農おおいたは，農閑期となる 1～2 月に

労働者の雇用を繋ぎ止めるため，大分県に相談した

ところ，漁業で労働力不足となっている情報を得た．

そこで，漁業へアプローチした結果，2021 年よりブ

リおよびハモの加工場からの作業受託も行うことと

なった．このように，他産業と繋がりを持つことで，

周年で仕事がある状態にしようと努力している． 

 また，菜果野アグリは農業機械を所有していない

ことから，労働力提供の際は全農おおいたから農業

機械を賃借している．  

（3）労働者の募集 

 菜果野アグリは，求人サイトおよび求人情報誌を

活用し，労働者を募集している．また，全農おおいた

では，職員が県内の大学へ出向き，求人募集の説明会

を開催したり，大分県から副業可能な県内企業を教

えてもらうなど，労働力の確保に努めている．近年，

コロナ禍により，宿泊業や飲食業との副業が目立ち

つつある． 

 菜果野アグリは労働者に対し，①現金での日払い，

②勤務時間・日数の相談可，③現場送迎ありで対応し

ており，この労働者目線に立った募集により，人を多

く集めている．つまり，①では，仕事が合わない場合，

1 日で辞めることが可能で，農業未経験者でも応募し

やすく，②では，勤務時間・日数に柔軟性を持たせる

ことで，主婦や副業をする人が応募しやすく，③では，

移動で自家用車が不要であるため，車を持たない主

要都市在住の人が応募しやすい条件となっている． 

 このように，幅広い層に「とりあえず農業で働いて

みよう」という気持ちにさせる募集内容が重要とな

る． 

 また，第 13 図のとおり，取組開始の 2015 年から

2019 年まで，労働力支援のべ人数は増加傾向にある． 

（4）就農の事例  

 労働者として働いていた人が，毎年 1 から 2 名就

農している．直近では，ホテルの料理人であった 20

歳代の男性が，菜果野アグリで登録して 3 年間働き，

2022 年にピーマン農家として就農した． 

 このように，労働者として働き，地元農家とコミュ

ニケーションを図るうちに，農地や施設を譲り受け，

就農に至るケースがある． 

（5）今後の展望 

 2019 年度の労働力支援人数は，のべ約 2 万人であ

る．今後，3 万人，4 万人と農家から作業依頼が増加

すれば，全農おおいたとしてそれに応えるため，菜果

野アグリの他に 2 社目のパートナー企業が必要と考

えている． 

 また，農家からは，「労働者の入れ替わりが激しい

ため，労働者を固定して欲しい」との要望がある．労

働者は現場リーダーの指示で動くため，全農おおい

たとしては，今後，現場リーダーの育成および栽培技

術等の伝承を図り，労働者が入れ替わっても，作業が

標準化されることを目指している． 

 さらに，全農おおいたは，農業に関心のある層へア

プローチするため，農業に関する情報サイト「マイナ

ビ農業」に働きかけ，2021 年から大分県の農業に関

する記事を掲載し，情報発信に努めている． 

 

4．ハローワークへの聞き取り調査 

 五條市，大淀町および吉野町在住で，ハローワーク

へ仕事を探しに来る人の求職状況について，聞き取

り調査を行った． 

 2021 年度の月別新規求職申込件数を見ると，4 月

と 3 月で多かった（第 14 図）．これは，年度の切り替

わりで職を求める人が多いことを示す．また，2022 年 
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4 月の新規求職申込者の年齢層としては 65 歳以上が

最も多く，女性の割合が最も高い年齢層は 45-49 歳で

あった（第 15 図）．中でも，60 歳代の求職者から過

去にハローワークへ寄せられた声として，「農地を持

っておらず，家庭菜園すらできないので，自然の中で

働きたい」，「社会と少しでも繋がりを持ちたい」，「年

金受給に影響のない範囲の給与で働きたい」などが

挙げられた． 

 ハローワークの取組として，例年カキの摘蕾およ

び収穫時期は，カキ農家からの求人申込が多数ある

ため，その求人情報についてカキの園地地図を添え

て，ハローワーク入口付近の特設コーナーにて掲示

している（第 16 図）．2022 年の摘蕾時期には，49 戸

のカキ農家がハローワークに求人募集を出し，時給

は 900 円から 1,500 円であった．また，49 戸のうち

29 戸では交通費の支給があり，日額 200 円から 1,000

円であった（第 3 表）． 

 ハローワークとしては，カキ農家から若手の男性

を求める声があることを認知しているが，ハローワ

ークへ来る人の年齢層や性別を考慮した募集方法へ

と変更する必要があるのではないかと感じている． 

 例えば，定年退職後の 60 歳以上の人や 40 歳代女

性が働きやすいように，勤務時間を「9 時から 17 時」

だけではなく，「午前（午後）のみの勤務可」を加え

るなど，求職者に働きやすいと感じてもらえる条件

を提示することで，より多くの労働者を確保できる

のではないかとハローワークでは考えている． 

 ただし，注意点として，パートタイムで複数名を雇

用すると，フルタイムの仕事量に充当できるが，雇用

主は作業内容の伝達および給与の支払い等の業務が

増加することを念頭に置きたい． 

 その他，ハローワークから管内の市役所および町

役場へ出向き，ハローワークの活用を促している．中

でも，五條市および吉野町では，移住促進が図られて

いることから，ハローワークでは新規就農での移住

者に対しては，住居と農地をセットで提示する方法

も必要ではないかと考えている． 

   

 

考察 

 

 JA ならけん西吉野柿部会を対象としたアンケート

調査では，5 月の摘蕾および 10 月の収穫時期におい

て，他の時期と比べ，季節労働者がより必要とされて

いること（第 3 図），労働者の多くは産地近隣に住ん

でいることなどが明らかになった（第 4 図）．部会員

の一部では，ほ場におけるトイレの設置等，働きやす

い職場環境づくりが必要であるとの認識を持ってい

る． 
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第 16 図 摘蕾の求人情報に関する特設 
         コーナー 

種別  提示額（円）

時給 900-1,500z

日額交通費 200-1,000y

　z
n=49，

y
n=29・聞き取り調査より作成

第 3 表 摘蕾作業の求人募集時に 
    おける提示額（2022 年） 
      

zn=49, yn=29・聞き取り調査より作成 
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      長城利彦：奈良県のカキ産地における季節労働者の確保に向けた提案          (63) 

 

 また，選果場においても人手不足であることから，

労働力確保の取組を進めていくうえで，選果場と栽

培現場での労働力の融通を行えるように人材育成な

どの体制づくりが必要である． 

 愛媛県の JA にしうわは，県および市町と連携し，

協議会および支援隊の事務局を担い，柑橘の農繁期

にあわせて全国から労働者を募集している．市が宿

泊施設を整備し，JA にしうわがそれを管理，農家は

ホームステイで労働者を受け入れるなど，JA にしう

わが中心となって労働者の就農まで見据えたうえで，

受入体制を整えている． 

 大分県の JA 全農おおいたは，労働力支援を円滑に

推進するため，労働者の管理に長けた県内のパート

ナー企業と連携を図りながら活動している（第 12 図）．

主要都市の大分市から農業現場まで車で約 1 時間か

ら 1 時間半という土地柄により，全国から労働者を

募集するのではなく，県内で募集し，パートナー企業

のもとへ集合させ，現場へ送迎する方法にしている． 

 本県でも，カキ産地から車で約 1 時間から 1 時間

半の範囲に橿原市，奈良市および大阪府等，人口の多

い都市があるため，JA がそれらの地域においてパー

トナー企業と組むことで，カキ産地の労働力確保に

寄与できるのではないかと考えられる． 

 ハローワークでは，月別の新規求職申込件数は 4 月

と 3 月に多く（第 14 図），新規求職申込者の年齢層

は 65 歳以上が多いことが明らかになった．また，45-

49 歳で女性の割合が最も高い（第 15 図）．このこと

から，求人募集をより効果的にするには，3 月にはカ

キ農家から求人情報を提供しておくこと，65 歳以上

の人や子育て世代の女性が働きやすい雇用条件を考

慮することで，より多くの人が応募しやすくなると

考えられる．さらに，前述のアンケート結果より，橋

本市からも通勤圏内であることから，ハローワーク

橋本へ求人情報を提供するのも有効であると考えら

れる． 

 今回の調査から，関係機関では以下の役割を認識

し，県内および周辺都市からの労働者確保に支援す

ることが重要ではないかと考える． 

 まず，カキ農家では，第 5 図に示すとおり，「雇用

期間を長く」したいとの意見があり，労働者が働きや

すい環境づくりや周年で仕事を与えるための新規品

目導入を検討する必要があると考える．また，JA に

しうわ管内の一部の農家では，ホームステイを通じ

て労働者に地域のことを知ってもらう取組を行って

おり，これを参考にカキ農家でもホームステイを行

うことで，労働者の就農に繋がる可能性があるので

はないかと考えられる． 

 その他，第 15 図のハローワークでの聞き取り調査

から，60 歳以上の人や 40 歳代女性が働きやすいと感

じるパートタイムでの雇用条件の提示が重要である． 

 次に，市町村では，農繁期に合わせてホームページ

および SNS でハローワークの求人情報をリンクさせ

て発信するとともに，空き家バンクと連携し住居の

斡旋を行うことで，より効果的に労働者を確保でき

るのではないかと考える．加えて，労働者の就農を見

据えて，空き家情報とその周辺の遊休農地の情報を

連携させて，労働者に住居と農地を紹介できる体制

を整えることも重要であると考える． 

 さらに，県では，周年雇用のために新規品目の導入

を検討しているカキ農家への農業経営相談やカキ農

家および労働者への栽培技術指導が必要であると考

える．また，JA 全農おおいたでは，労働力について

農業と融通し合える企業を大分県から聞き取ったこ

とから，本県でも副業可能および農業参入を考えて

いる県内企業の情報整理を行うことで，労働者の確

保に繋がるのではないかと考えられる． 

 そして，JA では，コーディネーター役として上記

の取組を推進する体制づくりおよび担当職員の配置

を行うことで，より円滑に労働者の確保を進めるこ

とができる．また，近隣から労働者を確保するために

は，JA 全農おおいたの取組を参考に，県内もしくは

隣県からパートナー企業を選定する必要があるので

はないかと考えられる． 

 その他，JA にしうわは他県の JA と連携しており，

本県においても隣県の JA と連携を図ることで，繁閑

期に応じた労働力の融通が隣県で実現する可能性が

ある． 

 県内および周辺都市において労働者を確保し難い

場合は，労働者の宿泊施設および送迎体制を整備し

たうえで，全国規模の求人募集を行う必要があるの

ではないかと考える． 
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